導入時期における柔軟な主題設定の重要性 : 主体的な歴史学習を促すために by 増田 純一



































































































－ 31 － 
2.2 主体性に欠ける主題学習 

















































































































ジを設けてはいるが、スペースの 5/6 に世界地図２点を掲げ、残る 1/6 のさらに 1/3 のスペース
に穀物および家畜の写真７点を掲示。説明文は、注扱いで 13 行にとどまる。（岡崎他 2014:4-5） 
 ページを改め、「日本列島の中の世界史」として、「１ もたらされた異国の宝物」「２ ヨー
ロッパの地図に記された石見銀山」「３ 幕末の最新技術と情報」という、３つのテーマ、各２




















































































 東京書籍は、「１ 自然環境――世界史の舞台」（尾形他 2014:7-14）、「２ 東アジアでの日本



















































































































































































 単元「高度経済成長とその後の日本」で、本文「日本経済は 1973 年の第 4 次中東戦争による
石油危機で大きな打撃を受けた。翌年には戦後初のマイナス成長となり、1955 年以来の高度成
長は終わりをつげた」という説明に関する、写真資料として、トイレットペーパー売り場に殺
































フ、説明文は２段組み 26 行もの説明文は、歴史にも触れながら詳細に記される。 
－ 44 － 
 また、アメリカのショッピングセンターは、高校地理 A においても、取り上げられる（高橋
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